2013年3月の道東での暴風雪災害はまた起こる！？
Learn from the snowstorm accidents happened in Hokkaido in March 2013
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１．はじめに
2013年3月1日から3日にかけ，日本海から近づいてきた爆弾低気圧の影響で北海道は猛烈な暴風雪に見舞われた．特に道東地方では，湧別町，網走市，北見市，中標津町で計8人が吹雪の中で亡くなるなど，近年にはない未曾有の大惨事となった．この暴風雪災害を改めて振り返り，貴重な教訓として，同じような災害を起こさないためにどうすべきか，災害リスクマネジメントの観点から今後の吹雪対策の方向性について考察する。
２．2013年3月の暴風雪の特徴
低気圧の中心部では，ある条件下で晴れ間の広がることがある．宗谷岬アメダスから南東方向に，上標津アメダスまでの8地点における，3月2日07時から18時までの風速と日照時間の推移を表1に示す．日照時間に見られるように，雄武以南のオホーツク海側や道東地域では，2日日中は最初，風も弱く晴れていたことがわかる．北から南へ，時間と共に暴風域が南下した．雄武では9時頃，11時頃、湧別では14時頃，上標津では16時頃から日照がなくなると共に，風速が急速に大きくなっている．青空が一変した天候の急変が，不幸な惨事をもたらした最大の要因であった．
表1　道北から道東に至るアメダスの風速と日照時間

（2013年3月2日07時～18時）

  風速の網掛け：10m/s以上、日照時間の網掛け：日照有
[image: image1.emf]地点名 気象要素 7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h 18h

宗谷岬 風速(m/s) 16.5 19.7 20.1 20.3 20.1 18.5 18.4 20.2 19.5 19.7 20.7 19.9

日照時間(h) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北見枝幸 風速 10.2 13.8 13.3 9.8 11.5 12.4 15.1 13.4 14.0 14.5 14.3 14.4

日照時間(h) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雄武 風速 2.3 2.2 8.4 11.1 11.3 12.0 11.7 14.6 13.3 14.7 14.5 15.5

日照時間(h) 0.1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紋別 風速 1.6 1.7 3.4 8.1 10.1 8.7 9.3 11.2 14.4 12.7 14.1 15.1

日照時間(h) 0.0 0.5 0.9 0.4 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

湧別 風速 3.8 4.6 4.8 2.8 8.4 9.2 11.8 11.4 13.8 16.4 15.3 16.0

日照時間 0.0 0.2 1.0 0.9 0.3 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

網走 風速 2.7 4.4 5.3 5.8 2.8 7.3 7.9 9.3 10.9 14.9 17.2 13.8

日照時間(h) 0.6 1.0 1.0 1.0 1.0 0.6 0.6 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0

小清水 風速 3.8 5.6 6.7 4.8 5.7 4.2 6.8 9.0 10.2 11.7 15.6 15.4

日照時間(h) 0.7 1.0 1.0 1.0 0.8 0.4 0.9 0.1 0.6 0.0 0.0 0.0

上標津 風速 7.0 6.6 5.0 6.1 6.9 5.7 5.4 3.7 7.3 8.3 14.3 19.2

日照時間(h) 0.0 0.0 0.4 0.3 0.4 0.4 0.7 0.2 0.4 0.0 0.0 0.0


３．中標津での過去の暴風雪災害
5人の命が失われた中標津では，町史によると過去にもたびたび暴風雪災害が起きている（図1）．

中でも痛ましいのは，1933年（昭和8年）1月18日に起きた災害である．養老牛で児童4名，武佐地区で大人1名，開陽地区で児童2名の7名が猛吹雪の中で亡くなった．『十八日は，朝は晴れていたが，正午前から西風が吹き出し，小吹雪となった．風力はさらに勢いを増し，アレヨアレヨと思うまに大吹雪となってしまった．・・・今日まで体験したことのない，言語に絶する狂暴化した大吹雪だ．』と言う当時の関係者の記録が残っている．
穏やかな天気が一転して猛吹雪となった状況は，2013年3月と酷似している．
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図1　中標津で起きた過去の主な暴風雪災害
４．おわりに
同様な状況下での吹雪災害が過去にも起きていたことは、今後また同じ災害が起こる可能性があると言うことである．吹雪災害を減らすためには，新たな視点でのアプローチが必要である．一組織，一個人の意識改革はもちろん，暴風雪災害を起こさない社会システムの構築、減災文化の醸成が必要と考える．
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